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「総合的な学習の時間」教科発展型教材の提案・実践

堀江侑加1，愛木豊彦2

　現在，これからの「総合的な学習の時間」のあり方が検討されている。そこで重視さ
れているのは，これまでとは異なり，教科との関連である。本稿では，「総合的な学習の
時間」における教科発展型と位置づけられる授業を提案し，その実践結果を報告する。
授業の題材は，地震に強い建物の形に対する考察であり，立体作りや簡単な実験を行う。
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1.「総合的な学習の時間」の現状と今後の
展望

(1)現状分析
「総合的な学習の時間」は，平成14年度か
ら本格実施となった。現行の学習指導要領に
おいて，各教科等と異なり「総合的な学習の
時間」の目標や内容はなく，趣旨やねらいが
示されているだけである。各学校には，その
趣旨やねらいを踏まえ，計画的に指導を行う
ことが求められている。これまで,各学校の裁
量に任される形で「総合的な学習の時間」は
運営されてきた。しかしながら，学校におい
て具体的な目標や内容を明確に設定せずに活
動を実施し，必要な力が児童生徒に身に付い
たか否かの検証・評価が十分行われていない
実態や，教科との関連に十分配慮していない
実態，教科の時間への転用なども指摘されて
いるところである。このほか，児童生徒の主
体性や興味・関心を重視するあまり，教員が
児童生徒に対して必要かつ適切な指導を実施
せず，教育的な効果が十分上がっていない取
組も指摘されているなど，改善すべき課題が
少なくない状況にある。

(2)今後の見通し
平成 15年 10月の中央教育審議会 [1]にお

いて，平成 15年 5月の「今後の初等中等教
育の推進方策について」包括的な諮問を受け，
「総合的な学習の時間」の一層の充実を含む
5点の具体的な検討課題ついて審議が行われ
た。新学習指導要領のねらいの一層の実現を
図り，「生きる力」，「確かな学力」を育成する
ために，各学校及び各教育委員会が検討課題
の充実・改善方策に早急に取り組み，2007年
からの教育課程及び指導に反映させることが
必要であるとした。このように，次回の学習
指導要領の改定においても，「総合的な学習の
時間」は削除されず，より一層の充実が求め
られていく見通しである。
今後のあり方の一つの指針となるのが，平

成15年の学習指導要領の一部改正である。そ
こでは，新たに19行が学習指導要領に追加さ
れた。その中から「総合的な学習の時間」の
ねらいに追加された内容を紹介する。
「各教科，道徳及び特別活動で身に付けた
知識や技能等を相互に関連付け，学習や生活
において生かし，それらが総合的に働くよう
にすること。」
大事なのは，従来からある授業との関連が

強調されていることである。従って，次の学
習指導要領でこの方針にもとづき，教科を重
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視した「総合的学習の時間」のあり方が示さ
れるであろう。

我々はこの方針を支持する。その理由を算
数数学との関連に限定して詳論する。現行の
学習指導要領で示されている算数数学の目標
は次の通りである。

算数（小学校）の目標
数量や図形についての算数的活動を通して，
基礎的な知識と技能を身に付け，日常の事
象について見通しをもち筋道を立てて考え
る能力を育てるとともに，活動の楽しさや
数理的な処理のよさに気づき，進んで生活
に生かそうとする態度を育てる。
数学（中学校）の目標
数量，図形などに関する基礎的な概念や原
理法則の理解を深め，数学的な表現や処理
の仕方を習得し，事象を数理的に考察する
能力を高めるとともに，数学的活動の楽し
さ，数学的な見方や考え方のよさを知り，そ
れらを進んで活用する態度を育てる。
子どもたちは，算数の知識と技能，筋道立
てて考える能力，数学の基礎的な概念や原理
法則，数学的な表現や処理の仕方，事象を数
理的に考察する能力などの重要性を漠然とあ
るいは，無意識のうちに理解していると考え
る。ただし，それらがどのように自分たちの
生活に関わっているのかが実感できていない。
従って，いろいろな場面で教科内容と生活と
の関連を具体的に子どもたちに示す必要があ
る。現行の教育課程では，文章題のような応
用問題ぐらいしか生活に関連したことを扱う
ことはできない。そこで，そのための時間と
して「総合的な学習の時間」をとらえ，子ど
もたちに動機を与え，学習意欲を高めたいと
考える。

上述した教科内容と関わる新しい「総合的
な学習の時間」のあり方として，先に述べた
内容を踏まえて次の 3つを提案する。

• 教科連携型・・・複数教科を横断する。

• 教科関連型・・・教科の既習内容を扱う。
（発展的内容は含まない。）

• 教科発展型・・・教科の発展的内容を扱う。

ここでは，特に教科発展型に着目し，小学
校算数における図形領域の空間図形に対する
教科発展型教材を提案する。

(3)研究のねらい
先に述べたように，「総合的な学習の時間」

の基本は，

(＊)子どもたちが教科内容と生活
との関連を実感し，子どもたちの
学習意欲を高める。

である。我々の先行研究（岐阜教育研究Vol.1
～4を参照）において，(＊)を意図した授業
を提案し，実践結果を分析することで，その
授業の有効性を検証してきた。そのうちのい
くつかでは，「総合的な学習の時間」での実践
をねらっている。
また，本授業は「総合的な学習の時間」で行

うため，「総合的な学習の時間」の重要なねら
いである問題解決能力の養成もねらいとする。
これらのことから，本論文の目的では，「総合
的な学習の時間」における教科発展型に位置
づけられ，問題解決能力の養成をねらいとた，
地震を題材とする算数の授業案を提案し，実
践結果を報告することとした。次節では，問
題解決能力の養成をねらいとした意図や背景，
第 3節では，本授業の算数的位置づけについ
て述べる。そして，第 4節で，授業の概要を
示し，第 5節で授業の様子を紹介する。実践
結果に対する考察は第 6節で扱い，最終節で
今後の課題等を示す。

2.問題解決能力の養成
学習指導要領に示されている「総合的な学

習の時間」のねらいは次の 2つである。
(i)自ら課題を見つけ，自ら学び，自ら考え，

主体的に判断し，よりよく問題を解決する資
質や能力を育てること。
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(ii)学び方やものの考え方を身に付け，問題
の解決や探究活動に主体的，創造的に取り組
む態度を育て，自己の生き方を考えることが
できるようにすること。
本授業は，「総合的な学習の時間」で行うた
め，教科発展型の位置づけのもと，問題解決
能力の養成をねらいとすることにした。
本論文では，問題解決能力を高めるため，
次の 3段階の授業の形式を提案する。
第 1段階：1時間単位での問題解決（通常
の授業で実施）
第 2段階：1週間単位（5∼6時間）での問
題解決（小学校ならば年度の前半に，中学校
ならば選択教科を利用して）
第 3段階：長期間での問題解決（半年また
はそれ以上の期間で）
大事なことは，長期間での問題解決の前に，
第 2段階に相当する短期間での問題解決を経
験することである。この段階で，問題解決に
関する基礎・基本や教科との関連を理解する
ことで，第 3段階での問題解決において，子
どもたちの自主性が発揮しやすくなり，教育
的効果が大いに上がると考えている。
上記のような総合的な学習の時間と選択教
科，通常授業との関係は既に剣持・河辺 [3]
で提案され，第 2段階に相当する教材もいく
つか提案され，実践結果も報告されている。
本論文では，小学生を対象にした教材を提案
する。
「総合的な学習の時間」の構成に必要な基本
的観点として次の２点が挙げられている ([4])。

i)子ども達に興味や関心のあるもの，また
は興味や関心を持たせたいと願う現実の題材，
しかも子ども達にとって明確な達成目標と価
値を生み出す内容を取り上げること。

ii) 子ども達の発想を取り上げ，子ども達に
計画を立案させる。操作や作業・製作活動を
行ったり，自分で調べる等の主体的な学習活
動が展開されるような授業作りを仕組んでい
くこと。

第 4節で提案する授業において，子ども達
に計画を立案させず，授業者が計画を立てる。
それは，授業者が示す計画の立て方や計画そ
のものから，計画とはどのようなものかを理
解し，第 3段階のような場面においてそれを
生かせるようにしたいと考えたからである。

ここで述べたこと以外にも，第 3段階の授
業をより充実したものにするため，第2段階を
どのようにするのかは今後の研究課題である。

3.算数的位置づけ

本論文で提案する授業の対象学年は小学校
6年生であり，その授業においては空間図形
を取り扱う。空間図形を扱う理由について述
べる。現実にある物体はすべて 3次元的なも
の，すなわち，空間図形であるにも関わらず，
空間図形を苦手とする子どもは多い。その原
因を，算数や数学の時間において空間図形を
考察対象とする場合，動機が数学的背景にの
み基づくことが多いからであると考えた。言
い換えれば，算数や数学で学習する空間図形
に関連する学習内容から有用性が感じにくい
のではないだろうか。そこで，本論文で示す
授業においては「地震に強い建物とは」とい
う問いかけから始まる。よって，柱体の底面
の形に着目することは自然であり，問題を解
決しようという意識を持ちやすいと考えた。
ここで述べたように，本授業の題材によって
子どもたちが積極的に問題解決へ向かうと考
え，この題材を採用した。また，小・中学校
において，空間図形に関する学習内容が削減
されているのも理由の 1つである。

本授業では，地震に強い建物の形について
考察する過程で子どもたちは，いろいろな角
柱を紙で作る。広い意味では，いろいろな形
を扱うことが空間図形の学習の発展とみなす
ことができる。また，角柱を作るためには，展
開図が必要となる。直方体の展開図は既習事
項である。ここでは，その考えをもとに，いろ
いろな角柱の展開図について考察する。この
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ことから，厳密な意味でも発展的学習とみな
すことができる。このように，教科の具体的
にどの部分の発展になっているのかを明確に
することが，教科の内容が子どもたちにとっ
て有用であると感じさせることにつながる。

4.授業の概要
授業の概要
(1)単元名　「耐震強度研究所」
(2)時間数　全５時間
(3)ねらい

(a)問題解決の過程を体験することで，問題を
解決する能力を育てる。
(b)自ら問題を解決しようとする態度を育て
る。
(c)いろいろな角柱の展開図などの空間図形の
性質を，操作的活動を通して理解する。

(4)題材
本授業の題材は，地震に強い建物について
の考察である。日本に住んでいる以上，私た
ちは地震と常に隣り合わせで生活を送ってい
る。従って，「地震に強い建物は」という問いか
けは，子ども達にとても必然的なものであり，
興味をひくであろう。その問いかけを受けて，
実際に模型を作り，実験をして，結果を発表
する，というのがおおまかな流れである。
小学校では，錐体は扱っていないので，考
察対象とする建物の形を柱体だけに限定する。
地震に強い建物の条件は底面積，高さや建物
の素材などいろいろ考えられるが，ここでは
建物の形，つまり柱体の底面だけに着目して
考える。さらに，その形も円など多くの形が
考えられるが，それでは考察対象が広すぎる。
考察対象を限定し，その中で面積一定のいろ
いろな形が考えられるよう，1辺が 1cm2の正
方形を組み合わせてできるような図形だけを
扱うことにする。そして，そのような角柱を
ケント紙で作成する。そのケント紙には，子
どもたちが考えやすいように，方眼を印刷し
てある。

地震を起こす装置は，箱などを用いて作っ
た簡単なもので，手動で一定の方向にゆれる
ようになっている（図1）。本授業においては，
底面の形と地震の横揺れに対する強さに着目
している。その 2つともが数量化することは
難しいので，この装置で揺らした結果，倒れ
ないほうが強いと判断するだけにした。

図 1

(5)各時間のねらいと内容
第 1時
ねらい 地震を身近に感じ，地震に強い建

物の形に興味をもつ。具体的な操
作活動を通して，一定の面積でい
ろいろな多角形をつくることがで
きる。

内容 地震に強い建物について考察する
という授業の目的を理解する。面
積が 16cm2である多角形をかく。

第 2時
ねらい 立方体や直方体の学習をもとに，い

ろいろな角柱の展開図を考え，か
くことができる。

内容 いろいろな角柱の展開図をかく。
第 3時
ねらい 立体の展開図から立体をつくるこ

とができる。
内容 前時に作成した展開図からいろい

ろな角柱を作る。
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第 4時
ねらい 実験を通して，いろいろな立体の

性質について気づくことができる。
内容 実験をして揺れに強い立体の形に

ついて調べる。
第 5時
ねらい 他のグループとの交流を通して，自

分たちの結果と比べ，自分の意見
をもつことができる。

内容 班ごとに実験結果をまとめる。
詳細な指導案を論文の最後に載せた。

5.授業の様子
1時間目
初めにある都市の上空写真を配った (図 2)。
その中で，どのような形の建物があるかを探
した。その活動の中で，建物の底面の形に着
目させた。

図 2

その中で児童は，正方形，長方形，ロの字形，
L字形，コの字形，T字形を見つけることが
できた。どのような形が地震に強いのだろう
か。そこで，この中でどの形が一番強いのか，
または他にどのような形が強いのかを調べて
いくこととした。
　まず初めに，地震に強そうな底面の形を考
えた。条件をそろえるために，底面の面積は
16cm2とした。いろいろな形が考えられるよ

うな手立てとして，1cm2のマグネット付きの
ブロックを16個とホワイトボードを一人一人
に配り，それらを用いて考えるようにした (図
3)。

図 3

図 4

　児童には，作った形を記録するように指導
した。図 4をかいた児童は，これらの形がな
ぜ地震に強いと思ったのかという質問に対し
て，次のように答えた。「半分におると，同じ
形になる。揺れた時に違う形だと，すぐにバ
ランスが悪くなると思うから，このような形
が強いと思った。」と答えた。このように対
称性に着目し，底面の形を考えていた。

2,3時間目
2,3時間目は，ケント紙を用いて，実験で

使う模型を作った。底面の面積が 16cm2，高
さが 10cmの建物の模型（角柱）を作ること
とした。底面の形は 1時間目に考えたものと
する。
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ロの字形などの展開図をかくのは大人でも
非常に難しい。また，前時に児童が考えた底
面の形は複雑なものが多かったため，今回は
底面や側面などを分けてかいてもいいことと
した（図 5）。また，展開図を考える手立てと
して見本の模型と見取図を前に置いておくこ
ととした。

実験のため，模型は各班で 6個以上作るよ
うに指示をした。

図 5

　それでは，児童の活動の様子を紹介する。

図 6

　この児童は，見本を用いて，側面の位置関
係を確認しながら展開図をかいていた (図 6)。

図 7

　この児童は，ロの字形が，直方体のまん中
に穴があいている形であることから，展開図
を穴の内側の部分とそれ以外の外側の部分に
分けて考えた (図 7)。

図 8

　この児童は，底面が複雑な形であったが，角
柱は高さがどこも一定であることから，側面
をつなげると１つの長方形になることに気づ
いた。そして，底面の一辺とそこの対応する
垂直の位置関係にある側面に着目しながら展
開図を考えた。写真は展開図から模型を組み
立てているところである (図 8)。

児童が作った模型の一部が下の写真である
（図 9）。
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図 9

4時間目
4時間目は，児童が作った模型を用いて実
験を行った。実験は，班の中でどの形が一番
強いかを調べるものである。実験のための時
間が 1時間しかなかったので，総当りではな
くトーナメントを用いて実験を行った。その
ため，2つの模型を装置の上にのせ，先に倒れ
たほうが負けとした。実験の手順は，まず模
型の底面に両面テープをすき間なく貼り，余
分な所は切る。次に，実験装置の台にしっか
り貼る。そして，台を左右に動かしてゆらし，
先にどちらか一方が倒れた所で実験は終わる。
一回戦で何回実験をするのか，立体の置く
向きはどうするのか，などのルールの設定は
児童に任せ，班ごとで決めることとした。ま
た，「どちらもなかなか倒れなかった。」，「向
きによっては倒れやすかった。」など，その様
子についても調べるようにした。
実験の様子を紹介する。

図 10

　底面の形が L字形の模型と底面の形が正方
形の模型で実験をしているところである (図
10)。L字形がすぐに倒れてしまった。

図 11

　この試合では，手前の模型がすぐ倒れてし
まった (図 11)。

図 12

　底面の形が井の字形の模型と底面の形が正
方形の模型で実験しているところである (図
12)。どちらもなかなか倒れなかったが，２試
合して 2回とも正方形が勝った。

5時間目

5時間目は実験結果の発表を行った。結果
まとめと発表会の時間が合わせて 1時間しか
なかったため，予め発表会で黒板に貼れるA2
サイズの発表会用紙を作成し，各班に配った
(図 13)。総合的な学習のねらいである，自ら
課題を見つけることができるように意図して，
「研究所でやる次の実験は」の欄を作った。
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図 13

　児童には，この紙に記入し，これをもとに
発表するよう指導した (図 14)。

図 14

　 9班の発表を紹介する。

図 15

「9班のルールは，1試合 3回で，優勝し
たのは底面の形が正方形の直方体で，実験を
して気づいたことや思ったことは，複雑な形
のものはすぐに倒れてしまうんだけど，逆に
底面が正方形などが倒れにくかったことです。
研究所でやる次の実験は，高さの調節でやっ
てみたいです。」(図 15)

このように班毎で発表を行った。

各班の実験結果を紹介する。

班 ルール 優 勝 し
た 底 面
の形

次の課題

1班 1試合 2回 十字形 円柱・球
2班 1 試合 3 回，

敗者復活戦
あり

ロ の 字
形

体積

3班 1試合3回，2
回勝ったら勝
利

正方形

4班 1 試合 2 回，
倒れた数が
多い方が負
け

正方形 立体の重さ

5班 1試合 2回 ロ の 字
形

高さ・すい体

6班 1 試合 5 回，
先に3勝した
方が勝利

ロ の 字
形

直下地震（縦
ゆれ）

7班 1試合 3回 高さ・重さ

8班 1試合 3回 高さ
9班 1試合 3回 正方形 高さ
10班 1 試合 30回

ゆらす，向き
は適当

ロ の 字
形

上の面が下
の面に平行
じゃな い 立
体

6.アンケート結果と考察
　授業の終わりにアンケートを行った。その
結果について報告する。
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グラフ 1

　「授業はどうでしたか。」という質問に対
して，クラスの約 85％の児童が楽しかった
と答え，楽しくなかったと答える児童は一人
もいなかった (グラフ 1)。

グラフ 2

　「建物の形に興味をもちましたか。」とい
う質問に対して，クラスの約 97％の児童が
興味をもったと答えていた (グラフ 2)。

グラフ 3

　「地震以外で何か調べたいことはあります
か。」という質問に対しては，クラスの約65％
の児童が「はい。」と答えていた。(グラフ 3)
調べたいことは何かという質問に対し，次

のような回答があった。

• 洪水（津波）に強い建物。
• 台風（強風）に強い建物。
• 建物のくずれ方。
• ボールが最も速くなる飛ばし方を数字
で表す。

• 建物はどんなふうに作られているのか。
• 複雑な図形。
• 時間（何分でどんなことができるか。）
• 海の面積。
• 複雑な図形。
• 雪について。

また，その調べたい内容と調べ方を質問し
たところ，「はい。」と答えた児童の 90％がそ
の調べ方まで考えることができていた。
そのようなことから，ねらい (a)は達成で

きたと考える。
では，その一部を紹介する。
台風に強い建物について調べたいと答えた

児童は，その調べ方として，「今回のように模
型を作って横とかいろんな所から風を送る。風
の強さを変えたりしてみる。」と答えていた。
土砂崩れに強い建物を調べたいと答えた児

童は，その調べ方として，「木などで枠をつく
り，模型の 10cmくらい先から坂にして，土
と水を流し込む。」と答えていた。
何分でどんなことができるか調べたいと答

えた児童は，その調べ方として，「計算したり，
実際に試す。」と答えていた。
発表の中では，ほとんどの班が新たな課題

を見つけることができていた。そのようなこ
とから，ねらい (b)は達成できたと考える。ま
た，児童全員が模型を完成させたことから，ね
らい (c)も達成できたと考える。
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　児童の感想の一部を紹介する。

• 模型を作り，自分でゆらして，トーナメ
ント制でどれが強いかを比べるのが楽し
かった。

• 算数で，実験とかやったことがあまりな
かったし，作ることもあまりしないから
から，とても楽しかった。

• おもしろいだけでなく，形を作ったりと
授業の内容が深くとてもよかった。

• 底面積が 16cm2の底面を考えたり，見
取図を考えて模型を作ったりと，図形
の復習もかねたとてもいい勉強でした。
実験や発表から，高さ，重さはどう関係
するのか疑問もでき，またやりたいぐら
いでした。

• 授業は楽しかったです。でも，あまり時
間がありませんでした。だから，１ヶ月
くらいかけてもっと耐震強度について調
べていきたいです。そして，何にでも強
い形を設計したいです。

• 底面の面積などから考え，模型を作り，
実験 · · · と，どの立体が地震に強いのか
を順序良く考えられておもしろかった
し，これからも，この考え方を生かし
て生活していきたいです。

• 本当に地震に強い建物を調べられるの
かなぁ？と思っていたけど，立体を作っ
て実験してみて，どのような形が地震に
強いのかよくわかりました。また，立体
を作るとき，班で協力して楽しく作れた
のでいい体験になりました。

アンケートや感想から，本授業に対する子
どもたちの評判は想像以上に高かった。「楽し
かった」や「またやりたい」，「もっとやりた
い」という感想が多く，この授業をやって本
当によかったと思う。ただ，時間がもう少し
欲しかったというのは児童だけでなく，授業
者も同じ思いである。

ねらいを達成するためには，児童が前向き
な姿勢で授業に参加することが大切である。
身近なことを用いることによって，児童に受
け入れられ易くなり，体験的な算数的活動は，
算数が苦手・嫌いという児童に対して，とても
有効であると考えられる。また，児童が様々な
経験を通して学んだことが，今後の学習や生
き方につながっていくのではないかと考える。

7.今後の課題
今回の実践では，5時間しかなかったこと

もあり，実験の時間が少なく，また，発表会
後の意見交流や児童が今回の活動で学んだこ
とが次に生かせなかった。そのことから，児
童が授業で学んだことを生かせるような授業
の開発（１０時間ぐらいの構成）を行いたい
と考えている。
また，今後も「総合的な学習の時間」が子

ども達にとってより充実した時間になるよう
研究を進めていき，算数・数学での，教科連
携型，教科関連型，教科発展型「総合的な学
習の時間」の教材開発を行っていきたいと考
えている。
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本時のねらい
地震を身近に感じ，地震に強い建物の形に興味をもつ。
具体的な操作活動を通して，一定の面積でいろいろな多角形をつくることができる。
本時の展開（１／５時間）

学習活動 指導・援助
導
入

◎地震を身近に感じる。
○日本は地震の多い国である。
○地震は，どこで起こるかわからないから，ゆれる向き
もいろいろである。

・地震の起こった場所を示した
地図を提示。

地震に強い建物について調べよう。
○周りにはどんな形の建物があるか。
・直方体・コの字形・円柱・Ｌ字形
○どんな形の建物も地震に強いのか。地震に強い建物と
はどういう家なのか。
○５時間の流れ

・グループにする。
・いろいろな形の建物の写真を
見せる。
・日本の上空写真を配り，そ
こから建物の底面の形に注目
させる。
・授業全体の見通しを説明す
る。

課題 1⃝
底面積が 16cm2のいろいろな多角形を考えよう。

「底面積を 16cm2と決めると，
多角形はいくつぐらいできる
かな。」

展
開

1cm2のブロックを用いて，いろいろな多角形を考える。 ・1cm2のブロックを 1人に 16
個ずつ配る。
・記録用の方眼紙を配る。
・ブロックを並べるとき，辺と
辺が接するようにする。
・ロの字形も多角形と認めるこ
とにする。
・正方形や長方形だけでなく，
いろいろな形を考えてみるよ
うに声をかける。
・作った形を忘れないように，
方眼紙に色を塗ったり，囲んだ
りして，記録しておくように指
示を出す。



12 現象の数値による表現について考察する教材の開発,実践

本時のねらい
立方体や直方体の学習をもとに，いろいろな角柱の展開図を考え，かくことができる。
本時の展開（２／５時間）

学習活動 指導・援助
前回の続き。

導
入

高さが 10cmの角柱を作ろう。
○角柱を作るためには，何をかかなくてはいけないか。
・展開図

・立方体・直方体の授業を想起
させる。

課題 2⃝
いろいろな角柱の展開図を考えよう。

・グループにする。
・ケント紙を配る。
・立方体・直方体以外の角柱の
模型を，それぞれ２個ずつ前
に置いておく。
・角柱の見取図を前に貼る。

展
開

（例） ・方眼が印刷されたケント紙に
展開図をかく。
・展開図がかけない児童には補
助をする。

・グループで見せ合い，その中から 6種類の角柱を選ぶ ・１枚の紙に，面が重ならない
ようにかく。
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本時のねらい
立体の展開図をもとに，立体をつくることができる。
本時の展開（３／５時間）

学習活動 指導・援助
前回の続き

導
入

展開図を組み立てて，高さが 10cmの角柱を作ろう。 ・グループ活動

課題 3⃝
高さが 10cmの角柱を完成させよう。

・作る際の留意点を説明する。

展
開

作る時の注意点 ・のりしろは作らず，セロハン
テープでとめるようにする。
・セロハンテープでとめるとき，
辺と辺の一部分をとめるので
はなく，辺全部をすき間なく
しっかりとめるようにする。
・底面が平らになるように注意
して，立体をつくる。
・折り目をボールペンなどで
なぞってから折るときれいに
折ることができる。

・早く終わった班は，選んだ６個以外の立体作りに挑戦
する。

・早く完成した班は，他の展
開図にも挑戦するように声を
かける。
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本時のねらい
自分たちで作った装置と立体を用いて実際に実験をし，活動を通して，立体の性質につい
て気づくことができる。
本時の展開（４／５時間）

学習活動 指導・援助
導
入

作った立体で，実験をしよう。
○実験の仕方の説明。

・グループ活動
・プリントを配る。
　

展
開

課題 4⃝
どんな形の角柱が地震のゆれに強いのか，実
験して調べよう。
　
実験する。

・実験結果を，プリントにまとめる。

・実験をする際の留意点を説明
する。
・実験は，装置の上に立体を
のせて，ゆれに耐えられるか
の勝負である。
・底面に，すき間なく両面テー
プを貼り，底面積が一定になる
ように，余分なところは切る。
・装置の台の上に立体をくっつ
ける。
・実験は，5回程度ずつやるよ
うにする。
・地震を起こす装置は，一定
方向にしかゆれないので，立
体の置き方を考えて，いろい
ろな向きで実験する。
・実験結果をプリントの表にか
きながら実験を行う。
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本時のねらい
他のグループとの交流を通して，自分たちの結果と比べ，自分の意見をもつことができる。
複雑な形の建物は倒れやすく，単純な形の建物ほど地震に強いことがわかる。
本時の展開（５／５時間）

学習活動 指導・援助
○実験結果を班毎にまとめる。
・実験結果を模造紙にまとめる。

・授業の後半で発表会をするこ
とを伝える。
・まとめ終わったグループか
ら，発表の練習をする。

○全体交流
グループ毎で実験結果をまとめて，わかったことなどを
前に出て発表する。

・プリントを配る。
・プリントに，他のグループ
の発表を聞いて，感想等を記
入するようにする。

展
開

わかったこと
・底面が正方形の形だと強い。
・長方形は，一方からのゆれには強いがもう一方は弱い。
・Ｌ字形は結構強い。
・複雑な形は倒れやすい。

・みんなの発表を聞いて，今
回の実験からどんなことがい
えそうかをまとめる。

まとめ
複雑な形の建物は倒れやすく，単純な形の
建物ほど地震に強い。
　
クラスの中で一番強い形を見つけよう。

倒れにくいのはどの立体かを予想する。

・実験結果から，グループの中
で一番強い形を１つ選び，他
のグループと対決をし，クラ
スの中で一番強い角柱はどの
ような形なのかを決める。


